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国
民
健
康
保
険
税
の
改
定
！

国
民
健
康
保
険
税
の
改
定
！
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国
民
健
康
保
険
は
、
会
社
の
健
康
保
険
（
社
会
保
険
）
に
入
っ
て
い
な
い
方
が

加
入
す
る「
町
の
健
康
保
険
」で
す
。
自
営
業
の
方
や
年
金
生
活
の
方
な
ど
が
対
象
で
、

医
療
費
の
一
部
を
ま
か
な
う
た
め
に
、
毎
年
保
険
税
を
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
会
社
員
や
公
務
員
の
方
な
ど
、
職
場
の
健
康
保
険
（
社
会
保
険
）
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方
に
は
、
本
改
正
の
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
今
回
の
改
正
で
影
響
を
受
け
る
方

　
今
回
の
税
率
・
限
度
額
の
見
直
し
に
よ
り
、
す
べ
て
の
国
保
加
入
世
帯
に
何
ら

か
の
影
響
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
以
下
の
よ
う
な
方
は
影
響
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

・
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
世
帯
（
限
度
額
の
引
き
上
げ
に
よ
り
負
担
増
）

・
所
得
割
が
課
税
さ
れ
て
い
る
世
帯
（
税
率
ア
ッ
プ
に
よ
り
税
額
増
）

・
軽
減
対
象
と
な
っ
て
い
た
世
帯
（
軽
減
額
や
基
準
の
見
直
し
に
よ
る
変
動
）

◉ どんな人が課税限度額に届くの？

　令和7年度から、国の制度改正に伴い、国民健康保険税の「課
税限度額」が変更されます。
　医療分・支援金分の限度額が引き上げられ、合計で106万円 →
109万円へ。高所得世帯の保険税負担が上がることになります。

　国民健康保険税は、所得に応じて決まる「所得割」と、定額の
「均等割・平等割」の合計で構成されています。今回の改正で、医
療分・支援金分それぞれの上限が引き上げられました。
　例えば、所得割だけで限度額に達するのは以下のような世帯です。

※実際の算定においては、所得割、均等割、及び平等割の合計額
　で課税限度額の判定を行います。

区　　分
医 療 分
支援金分
介 護 分
合　　計

65万円
24万円
17万円
106万円

66万円
26万円

（変更なし）
109万円

改 正 前 改 正 後

たとえばこんなケース：

　国民健康保険税には、所得に応じて7割・5割・2割の軽減制度
があります。
　今回の見直しでは、5割軽減・2割軽減の対象となる「軽減判
定所得額」が引き上げられ、より多くの世帯が軽減対象となる
可能性があります。

　今回の改正では、国保税を構成する「所得割」「均等割」「平等
割」すべてに見直しが入りました。
　なかでも、医療分の所得割は5.59％から6.05％に引き上げ
られ、加入者1人ごとの均等割も増額されました。
　一方で、支援金分については所得割と平等割が、また介護分
については、所得割、均等割、及び平等割が引き下げられ、一定
の負担緩和も図られています。
　このように、所得のある世帯だけでなく、加入人数や世帯構
成によっても保険税額が変動する内容となっています。

　国民健康保険税には、世帯の所得に応じて7割・5割・2割の軽
減制度があります。
　今回の見直しでは、この軽減対象となっている世帯について
も、均等割・平等割の軽減後金額が一部見直されました。
　たとえば、医療分の均等割（1人あたりの保険税）では次のよ
うに変更されています。

　軽減対象の世帯であっても、今回の改正により年間で数百円
から1,000円以上の保険税増加となる場合があります。
　所得の変化がなくても税額が変わることがありますので、納
税通知書の内容をご確認ください。

区　分
5割軽減
2割軽減

43万円＋加算＋29.5万円
43万円＋加算＋54.5万円

43万円＋加算＋30.5万円
43万円＋加算＋56万円

＋1.0万円
＋1.5万円

現　行 増加幅改 正 後

区　分
7割軽減 6,510円

10,850円
17,360円

7,200円
12,000円
19,200円

5割軽減
2割軽減

＋690円
＋1,150円
＋1,840円

現　行 増 加 幅改 正 後

単身の年金生活者（年金のみ、年金所得65万円）
軽減判定所得50万円（65万円-特別控除15万円）
43万円＋0円（年金・給与所得者1人なので加算なし）
＋30.5万円＝73.5万円
→ 軽減判定所得50万円＜73.5万円 → 5割軽減の対象

①課税限度額が引き上げに

・医 療 分（6.05%）：所得 約1,091万円で66万円に到達
・支援金分（3.23%）：所得 約805万円で26万円に到達
・介 護 分（3.06%）：所得 約556万円で17万円に到達
　　　　　　　　　（40歳以上対象）

② 低所得者に係る軽減措置の拡充
　「5割・2割軽減」の対象がさらに広く

④ 低所得世帯等に対する
　 国民健康保険税の軽減額の改正
　 軽減世帯でも保険税額が一部変更に

③ 国民健康保険税の税率の改正
　 すべての課税区分に見直し、
　 医療分は増額、支援金分は
　　一部減額、介護分は減額

● 例：

※国民健康保険税は、加入者の人数や所得、世帯の構成など
　により個別に算出されます。



毛戸  はる美さん
け　ど み

（小代区神水）　
【新任】

（任期は令和7年10月1日から３年間）

法務大臣に推薦することに
同意しました。
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非
保
険
者
１
人
あ
た
り
４

２
７
２
円（
3
．

 

1
％
）の
引

き
上
げ
は
、
生
活
必
需
品
の

値
上
げ
が
続
く
中
で
住
民
の

暮
ら
し
に
さ
ら
な
る
打
撃
を

与
え
る
も
の
で
、
容
認
で
き

な
い
。

●
均
等
割
の
問
題

　
収
入
の
な
い
子
ど
も
に
も

２
万
４
千
円
の
均
等
割
を
課

す
現
行
制
度
は
不
合
理
で
あ

り
、
未
就
学
児
だ
け
で
な
く

就
学
児
へ
の
軽
減
拡
充
や
、

子
ど
も
の
均
等
割
そ
の
も
の

の
廃
止
を
検
討
す
べ
き
。

●
基
金
活
用
の
あ
り
方

　
国
保
税
の
負
担
軽
減
に
充

て
る
こ
と
の
で
き
る
基
金
が

約
５
８
０
０
万
円
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
活
用
額
が
５

０
０
万
円
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
点
も
疑
問
で
あ
る
。

◆
香
美
町
福
祉
医
療
費
助
成

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

◆
香
美
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
及
び
香
美
町
職
員
の
育
児

休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

問　
一
部
の
改
正
条
文
が
令

和
7
年
7
月
1
日
か
ら
先
行

し
て
施
行
さ
れ
る
が
、
子
育

て
と
仕
事
の
両
立
が
重
視
さ

れ
る
な
か
、
職
員
へ
の
周
知

は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
？

答　
承
認
後
、
速
や
か
に
内

部
協
議
を
進
め
、
7
月
1
日

の
施
行
に
間
に
合
う
よ
う
に

職
員
へ
の
周
知
を
図
り
ま
す
。

◆
香
美
町
行
政
手
続
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番

号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情

報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
10
年
更
新
に
あ
た
り
、
更

新
を
せ
ず
に
失
効
す
る
人
や
、

カ
ー
ド
を
返
納
す
る
よ
う
な

ケ
ー
ス
は
発
生
し
て
い
な
い

か
？

答　
香
美
町
の
更
新
率
は
令

和
７
年
４
月
で
84
．

 
6
％
、

５
月
で
84
．

 

5
％
と
、
全
国

平
均
と
比
べ
て
も
低
く
な
い

で
す
。
未
更
新
者
も
一
部
い

ま
す
が
、
特
に
学
生
な
ど
は

更
新
済
で
も
カ
ー
ド
を
受
け

取
り
に
来
て
い
な
い
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。

◆
香
美
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
山
本  

賢
司 

議
員

●
物
価
高
の
中
で
の
負
担
増

質　
疑

質　
疑

反
対
討
論 討
論

全
員
賛
成
で
可
決

全
員
賛
成
で
可
決

賛
成
多
数
で
可
決

賛
成
多
数
で
可
決

条
例
改
正

　
６
月
定
例
会
に
お
い
て
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、

全
て
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

た
め
の
置
き
去
り
防
止
安
全

装
置
も
装
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
契
約
金
額（
そ
の
１
）

１
3
0
1
万
円
1
9
3
円

・
契
約
相
手

　
　
有
限
会
社

　
　
　
タ
ム
ラ
モ
ー
タ
ー
ス

・
契
約
金
額（
そ
の
２
）

１
2
8
5
万
6
1
9
3
円

・
契
約
相
手

　
　
株
式
会
社
ナ
カ
イ

　
　
　
　
自
動
車
セ
ン
タ
ー

◆
香
美
町
児
童
生
徒
送
迎
自

動
車
の
購
入
契
約
に
つ
い
て

（
そ
の
１
・
そ
の
２
）

　
香
住
区
小
学
校
の
２
次
再

編
に
伴
い
、
再
編
検
討
委
員

会
で
の
協
議
の
結
果
、
佐
津

地
区
ま
た
は
柴
山
地
区
か
ら

香
住
小
学
校
へ
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
通
学
が
決
ま
り
ま
し
た
。

令
和
８
年
度
の
通
学
す
る
児

童
全
員
が
無
理
な
く
安
全
に

通
学
で
き
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。　
　

　
冬
季
の
積
雪
や
凍
結
な
ど

の
厳
し
い
道
路
環
境
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
に
四
輪
駆
動

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
児
童
全

員
が
一
度
に
乗
車
で
き
る
こ

と
、
性
能
や
操
作
性
、
耐
久

性
な
ど
の
要
件
を
満
た
す
車

両
が
一
車
種
の
た
め
車
種
を

指
定
し
て
入
札
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　
乗
り
降
り
し
や
す
い
乗
降

口
電
動
補
助
ス
テ
ッ
プ
や
、

万
が
一
の
置
き
去
り
を
防
ぐ

契　

約
新
し
い
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
導
入
し
ま
す

人 権 擁 護 委 員

マイクロバス　契約車両

全
員
賛
成
で
可
決
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全
員
賛
成
で
可
決

質　
疑

質　
疑
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◆
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

問　
村
岡
中
・
射
添
小
の
道

徳
教
育
実
践
研
究
事
業
に
つ

い
て
伺
う
。

①
対
象
は
誰

②
具
体
的
な
実
施
内
容

③
当
事
業
の
実
施
目
的

答　
　
　
　
　
　
　
①
対
象

は
教
員
で
す
。②
具
体
的
な

内
容
は
各
学
校
に
こ
れ
か
ら

決
め
て
も
ら
い
ま
す
。③
教

員
の「
道
徳
科
」充
実
を
図
り
、

子
ど
も
た
ち
へ
よ
り
良
い
道

徳
教
育
を
育
む
こ
と
に
繋
げ

る
事
が
目
的
で
す
。

問　
庁
用
車
１
台
（
電
気
自

動
車
）
は
既
存
庁
用
車
と
入

替
購
入
か
新
規
追
加
購
入
な

の
か
伺
う
。

答　
　
　
　

 

入
替
購
入
で
す
。

問　
村
岡
有
機
セ
ン
タ
ー

「
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
」
の

老
朽
化
に
よ
り
不
具
合
が
発

生
し
て
い
る
と
の
事
だ
が
、

業
務
に
支
障
が
出
て
い
な
い

の
か
伺
う
。

答　
　
　
　
　
　
計
量
に
誤

差
が
出
て
い
る
が
何
と
か
業

務
は
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
ま
ま
放
置
し

て
お
く
と
誤
差
が
大
き
く
な

り
、
料
金
に
影
響
が
出
る
の

で
交
換
対
応
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
　

問　
上
計
の
町
道
に
あ
る
未

登
記
物
件
の
測
量
設
計
委
託

料
が
か
か
る
よ
う
だ
が
、
特

別
な
理
由
が
あ
っ
て
未
登
記

物
件
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺

う
。

答　
　
　
　

 

当
未
登
記
物
件

は
特
別
な
理
由
が
あ
っ
て
未

登
記
に
な
っ
て
い
る
訳
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
町
内

に
は
当
物
件
以
外
に
も
多
数

の
未
登
記
物
件
が
あ
り
ま
す
。

問　
部
活
動
を
地
域
移
行
す

る
目
的
を
再
度
伺
う
。

答　
　
　
　

 

教
員
の
働
き
方

改
革
と
、
授
業
が
終
わ
っ
た

ら
地
域
に
子
ど
も
た
ち
を
帰

し
て
い
く
事
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

問　
部
活
動
の
在
り
方
検
討

委
員
会
を
発
足
し
た
後
ま
た

新
た
に
協
議
体
な
ど
を
立
ち

上
げ
る
予
定
は
あ
る
の
か
伺

う
。

答　
　
　
　

 

現
時
点
で
は
予

定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
検
討
し

ま
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業

　
　
　
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

問　
川
会
歯
科
診
療
施
設
の

「
エ
ア
ー
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
」

内
に
あ
る
圧
縮
機
が
１
つ
故

障
し
た
と
の
事
だ
が
、
残
り

１
つ
の
圧
縮
機
で
補
う
こ
と

は
で
き
な
い
の
か
伺
う
。

答　
　
　
　
現
在
、
残
り
１

つ
の
圧
縮
機
で
運
転
し
て
お

り
ま
す
が
、
負
荷
が
偏
っ
て

お
り
、
故
障
し
て
し
ま
う
と

治
療
が
出
来
な
く
な
る
為
、

新
規
購
入
が
必
要
で
す
。

問　
令
和
８
年
度
か
ら
始
ま

る
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

金
制
度
」（※

１
）
こ
ち
ら
の
、

シ
ス
テ
ム
導
入
・
改
修
委
託

料
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

導
入
後
の
対
象
者
は
国
民
健

康
保
険
の
加
入
者
で
良
い
の

か
伺
う
。

答　
　
　
　
そ
の
認
識
で
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
国
民
健

康
保
険
の
保
険
者
は
当
町
に

な
る
為
、
シ
ス
テ
ム
導
入
・

改
修
を
行
い
ま
す
。

※

１　
用
語
説
明

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金

制
度
」と
は
、子
育
て
を
社
会

全
体
で
支
え
る
為
の
制
度
で

す
。　
　
【
こ
ど
も
家
庭
庁
】

　
　
　
　
谷
口  

眞
治 

議
員

　
反
対
理
由
は
令
和
７
年
度

国
保
税
１
人
あ
た
り
3
．

 

1
％

（
４
２
７
２
円
）の
引
き
上
げ

で
す
。
深
刻
な
物
価
高
騰
渦

の
中
で
の
増
税
は
被
保
険
者

の
追
い
打
ち
と
な
り
、
物
価

高
騰
対
策
に
逆
行
す
る
も
の

で
認
め
る
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
。
増
額
で
は
な
く
、
据
え

置
き
に
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

◆
水
道
事
業

　
　
　
企
業
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

補
正
予
算

　
６
月
定
例
会
に
お
い
て
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、

全
て
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論 討
論賛

成
多
数
で
可
決

全
員
賛
成
で
可
決

こ
ど
も
教
育
課

企
画
課

健
康
課

村
岡
地
域
局

建
設
課

教
育
長

教
育
長

トラックスケール　※車両の下にある鉄板です

エアーコンプレッサー

健
康
課

川会歯科診療所
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5　かみ議会だより 令和７年８月12日　第82号

請　願

意見書 

意見書 

第1号

次の意見書も賛成多数で可決し
国に提出しました。
次の意見書も賛成多数で可決し
国に提出しました。

　この請願書は、６月５日、本会議において産業建設文教常任委員会に付託され、松岡大悟
委員長より、委員会審査報告が行われました。委員会の審査結果は全員賛成で採択と報告さ
れました。
　その後質疑、討論を経て、全員賛成で採択することに決定されました。

教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、地方財政を確保した上で義務教育
費国庫負担制度の負担割合を２分の１に復元すること。
学校の働き方改革・長時間労働是正を実現するため、加配教員の増員や少数職種の
配置増など教職員定数改善を推進すること。
自治体で国の標準を下回る「学級編制基準の弾力的運用」の実施ができるよう加配
の削減はおこなわないこと。
小・中学校のさらなる学級編制標準の引き下げ等、少人数学級について検討すること。
あわせて、高等学校での 35 人学級を早急に実施すること。
新卒者の就業機会や教職員の年齢構成のバランスの確保等の観点を十分に考慮し、
すべての自治体で定年引き上げ期間中に教職員の安定的な新規採用ができるよう、
定数加配措置をはじめとした必要な財政措置を講じること。
自治体が実効性のある働き方改革を実行するために必要な予算措置を講じること。
授業の時数と内容が過度に詰め込まれている状態の早期改善にむけ、学習指導要領
の内容の精選等をおこなうこと。
長時間労働を解消するために、教職員の時間外手当を支払うしくみをつくること。

❶

❷　

❸

❹

❺

❻
❼

❽

可決

請　願請　願

請 願 者　美方郡教職員組合　　　執行委員長　井上尊文
紹介議員　東垣典雄

子どものゆたかな学びと育ちを保障するための、
2026年度政府予算に係る意見書採択の請願について
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全
員
賛
成
で
可
決

全
員
賛
成
で
可
決

全
員
賛
成
で
可
決

全
員
賛
成
で
可
決

質　
疑

質　
疑

◆
森
区
集
会
所
整
備
工
事
の

請
負
を
締
結
す
る
こ
と
に
つ

い
て

・
目
的

　
　
森
区
集
会
所
整
備
工
事

・
方
法

　
　
制
限
付
一
般
競
争
入
札

・
金
額

　
　
　
１
億
６
９
９
５
万
円

・
相
手
方

　
　
株
本
・
西
岡

　
　
　
　
特
別
共
同
企
業
体

問　
解
体
工
事
の
金
額
は
全

体
の
い
く
ら
程
度
な
の
か
伺

う
。

答　
　
　
　

 

約
１
３
４
７
万

２
千
円
で
す
。

問　
撤
去
及
び
新
築
中
の
期

間
に
つ
い
て
、
区
民
に
対
し

て
仮
設
集
会
所
な
ど
の
対
応

が
あ
る
の
か
伺
う
。

答　
　
　
　
仮
設
集
会
所
な

ど
を
提
供
す
る
こ
と
は
考
え

て
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
区
と

話
し
合
っ
て
集
会
所
が
必
要

と
な
れ
ば
既
存
施
設
等
を
活

用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
出

来
る
と
思
い
ま
す
。

問　
建
物
を
取
り
囲
む
よ
う

に
水
路
が
あ
る
が
、
建
築
に

お
い
て
問
題
は
な
い
の
か
伺

う
。

答　
　
　
　

 

建
築
基
準
法
上

問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
香
美
町
議
会
議
員
及
び
香

美
町
長
の
選
挙
に
お
け
る
選

挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い

て◆
香
美
町
特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
定

め
る
こ
と
に
つ
い
て

◆
令
和
７
年
度
香
美
町
一
般

　
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

問　
参
議
院
選
挙
に
関
す
る

費
用
で
、
公
営
掲
示
場
設
置

等
委
託
料
が
８
８
万
８
千
円

と
な
っ
て
い
る
が
増
額
補
正

す
る
要
因
は
何
か
伺
う
。

答　
　
　
　
当
初
予
算
で
は

公
営
掲
示
場
16
区
画
を
想
定

し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度

の
参
議
院
選
挙
で
は
18
区
画

必
要
だ
と
県
か
ら
示
さ
れ
た

か
ら
で
す
。

問　
柴
山（
上
計
・
沖
浦
・

浦
上
）
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

乗
降
場
所
と
し
て
安
全
性
は

確
保
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　
　
　
　
　
　
住
民
の
皆

様
に
、
乗
降
場
所
の
安
全
性

を
ご
確
認
い
た
だ
い
た
う
え

で
乗
降
場
所
を
指
定
し
て
い

ま
す
。

追
加
議
案

　
６
月
23
日
定
例
会
に
お
い
て
上
程
さ
れ
た

追
加
４
議
案
は
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

企
画
課

企
画
課

企
画
課

総
務
課

現在の森区集会所

香美町行政手続における特定の個人を識別する
ための番号の利用等に関する法律に基づく個人
番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条
例の一部を改正する条例を定めることについて

香美町国民健康保険税条例の一部を改正する
条例を定めることについて

令和７年度香美町国民健康保険事業特別会計
補正予算（第１号）

子どものゆたかな学びと育ちを保障するための、
2026年度政府予算に係る意見書

59

60

63

意見書

村
田  

行
信

山
根  

典
明

谷
口  

眞
治

田
野  

公
大

伊
藤  

敦
紀

見
塚  　
修

東
垣  

典
雄

藤
井  

昌
彦

西
川  

誠
一

吉
川  

康
治

西
谷  　
尚

松
岡  

大
悟

中
村  

崇
志

脇
坂  

英
作

山
本  

賢
司

森
浦  　
繁

議案
番号 議 案 名

ー

×

ー×

×

×

×

×

×

× ー

ー

教
育
総
務
課

かみ議会だより　6令和７年８月12日　第82号

議案の審議結果 ※賛否が異なった議案のみ掲載しています。

空白…賛成、×…反対、欠…欠席　※議長は採決に加わりませんので「ー」で表示しています。
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◆
専
決
処
分
し
た
も
の
の

承
認
に
つ
い
て

◆
令
和
６
年
度
一
般
会
計

　
　
　
補
正
予
算（
第
12
号
）

　
特
別
交
付
税
１
億
１
３
５

０
万
５
千
円
、
臨
時
道
路
除

雪
事
業
補
助
金
１
億
５
千
万

円
な
ど
の
入
金
に
よ
り
歳
入

を
補
正
し
た
も
の
。

◆
香
美
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
を
定
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　
原
動
機
付
自
転
車
の
税
率

区
分
の
見
直
し
に
よ
る
改
正

　
道
路
交
通
法
及
び
道
路
運

送
車
両
法
の
改
正
に
よ
り
、

原
動
機
付
自
転
車
の
う
ち
、

「
総
排
気
量
が
50
㏄
を
超
え

1
2
5
㏄
以
下
で
あ
り
、
最

大
出
力
を
4
．

 

0
kW
以
下
に

制
御
し
た
も
の
」
を
第
一
種

原
動
機
自
転
車
と
す
る
規
定

が
新
た
に
追
加
さ
れ
た
も
の
。

第
１
５
３
回
臨
時
会 

５
月
15
日

議
案
５
件（
専
決
処
分
２
件
、人
事
同
意
案
件
１
件
、契
約
２
件
）を
審
議
し
ま
し
た
。

専
決
処
分

契 

約

全
員
賛
成
で
可
決

全
員
賛
成
で
可
決

契
約
2
件
い
ず
れ
も

　
全
員
賛
成
で
可
決

7　かみ議会だより 令和７年８月12日　第82号

◆
下
水
道
事
業
企
業
会
計
予

算
に
お
け
る
事
故
繰
越
の
報

告
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
度
営
業
費
用
の

う
ち
、
長
井
浄
化
セ
ン
タ
ー

解
体
撤
去
事
業
に
お
い
て
、

天
井
の
下
地
材
か
ら
ア
ス
ベ

ス
ト
成
分
が
検
出
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
建
物
の
解
体
撤

去
に
不
測
の
日
数
を
要
し
た

た
め
、
年
度
内
に
完
成
で
き

な
か
っ
た
の
で
、
繰
越
計
算

書
を
法
令
の
定
め
に
よ
り
報

告
す
る
も
の
で
す
。

　
完
成
予
定
は
令
和
７
年
７

月
を
予
定
し
現
在
は
解
体
撤

去
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

◆
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰

越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
度
香
美
町
一
般

会
計
に
計
上
し
た
各
種
事
務

事
業
に
つ
い
て
繰
越
明
許
費

に
係
る
繰
越
計
算
書
を
作
成

し
た
の
で
、
法
令
の
定
め
に

よ
り
、
そ
の
内
容
を
報
告
す

る
も
の
で
す
。

◆
一
般
会
計
事
故
繰
越
し
繰

越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　
災
害
復
旧
費
に
つ
い
て
、

工
事
が
非
出
水
期
で
の
施
工

と
な
る
こ
と
、
ま
た
、
道
路

掘
削
に
あ
た
り
地
盤
状
況
が

悪
く
土
砂
崩
壊
が
あ
っ
た
た

め
、
上
下
水
道
管
の
移
設
が

必
要
と
な
り
、
令
和
６
年
度

末
ま
で
に
事
業
が
完
了
で
き

な
い
状
況
と
な
り
、
事
故
繰

越
す
る
こ
と
を
決
定
し
完
了

期
限
を
延
期
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
繰
越
計
算
書
を
法
令

の
定
め
に
よ
り
報
告
す
る
も

の
で
す
。

　
事
業
完
了
予
定
は
令
和
７

年
６
月
で
現
在
は
完
了
し
て

い
ま
す
。

◆
水
道
事
業
企
業
会
計
予
算

に
お
け
る
建
設
改
良
費
の
繰

越
報
告
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
度
建
設
改
良
事

業
の
う
ち
、
浄
水
場
や
加
圧

ポ
ン
プ
場
で
資
機
材
の
調
達

に
不
測
の
日
数
を
要
し
た
こ

と
、
給
水
管
敷
設
工
事
に
お

い
て
関
係
者
及
び
関
係
機
関

と
の
調
整
に
不
測
の
日
数
を

要
し
た
た
め
、
年
度
内
に
完

成
で
き
な
か
っ
た
一
部
の
事

業
に
つ
い
て
、
繰
越
計
算
書

を
法
令
の
定
め
に
よ
り
報
告

す
る
も
の
で
す
。

　
完
成
予
定
は
、
大
笹
浄
水

場
薬
品
注
入
設
備
更
新
工
事

が
令
和
７
年
９
月
、
村
岡
浄

水
場
停
電
対
策
工
事
が
令
和

７
年
８
月
、
境
送
水
ポ
ン
プ

場
及
び
加
圧
ポ
ン
プ
場
停
電

対
策
工
事
が
令
和
７
年
６
月
、

石
寺
工
区
配
水
管
布
設
替
工

事
が
令
和
７
年
７
月
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

報　

告
　
６
月
定
例
会
に
お
い
て
、
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
等
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

　議選監査委員の選任、前任者任期満
了に伴う後任を決める人事同意案件が
審議され、原案通り選任同意しました。

人事同意案件人事同意案件

◆
小
中
学
校
学
習
用
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
等
の
購
入

　
令
和
2
年
に
購
入
し
た
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
等
が
更
新
時

期
を
迎
え
る
た
め
。

　
5
5
0
0
万
円　

　
日
本
電
通
株
式
会
社　

　
　
神
戸
支
店（
随
意
契
約
）

◆
村
岡
中
学
校
体
育
館
空
調

設
備
整
備
工
事

　
体
育
館
に
空
調
設
備
を
整

備
し
、
教
育
環
境
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
避
難
所
機

能
の
向
上
も
図
る
。

　
5
3
3
5
万
円　

　
石
井
建
材
株
式
会
社

　
（
制
限
付
一
般
競
争
入
札
）

議選監査委員
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全
但
バ
ス
路
線
は
、利
用
者

の
減
少
と
運
転
士
不
足
な
ど

で
、路
線
の
廃
止
、減
便
を
さ

れ
た
。

　
公
共
交
通
空
白
地
帯
を
つ

く
ら
な
い
対
応
、高
齢
者
福
祉

対
応
な
ど
を
目
的
に
、町
民
バ

ス（
路
線
定
期
型
）９
路
線
を

運
航
し
て
い
る
。

①
各
路
線
の
現
状
を
伺
う

②
高
齢
者
な
ど
バ
ス
停
ま
で

歩
行
が
困
難
な
町
民
の
移
動

手
段
を
ど
う
す
る
か

③
デ
マ
ン
ド
型
乗
り
合
い
交

通
へ
の
移
行
は

　
　
　
　
　

①
町
民
バ
ス
の

現
状
は
、令
和
６
年
度
2
8 

9
9
9
人
の
乗
車
で
１
便
平

均
乗
車
人
数
1
．

 

9
人
で
す
。

　

村
岡
境
線
が
4
．

 

2
人
、佐
津

柴
山
線
が        

人
こ
の
２
路

線
は
、通
学
利
用
者
が
大
半
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

余
部
線
が　
　

人
こ
れ
以

外
の
６
路
線
は　
　

人
を
下

回
っ
て
い
ま
す
。

東垣 典雄議員
ひがしがき　のり   お

町
　 

長

町
民
バ
ス
、デ
マ
ン
ド
型
運
行
へ
の
移
行
を
‼

一
部
路
線
で
運
行
中
、射
添
線
で
実
証
実
験
を
実
施 　6月定例会での一般質問は14人の議員が

町政全般について質問を行いました。
　一般質問は、議員が町政全般について執
行状況や将来に対する考え方などを町長や
教育長に問うものです。
　議員一人当たりの持ち時間は、町長の答
弁を除き30分以内と決められています。
　内容については、議員本人が執筆（要約）
したものを掲載しています。
（※QRコードでそれぞれの様子を視聴でき
ます）

②
町
民
バ
ス
タ
ク
シ
ー
利
用
助

成
等
に
よ
り
公
共
交
通
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た

が
全
て
の
方
に
満
足
い
た
だ

け
る
交
通
体
系
を
構
築
す
る

こ
と
は
非
常
に
難
し
い
で
す
。

③
奥
佐
津
、余
部
線
に
お
い
て

定
時
定
路
線
デ
マ
ン
ド
運
行

を
実
施
、秋
に
は
射
添
線
で
デ

マ
ン
ド
実
証
実
験
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。

一般質問

町政を問う！町政を問う！
皆に乗ってもらえる町民バスに

かみ議会だより　8令和７年８月12日　第82号
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楽しみな部活動 あの手、この手の防衛

　
有
害
鳥
獣
対
策
の
う
ち
、イ

ノ
シ
シ・鹿
な
ど
に
対
し
て
は

被
害
対
策
を
進
め
て
き
た
。し

か
し
猿
・
ハ
ク
ビ
シ
ン
・
カ
ラ

ス
等
の
小
動
物
等
に
よ
る
被

害
に
は
、町
民
も
困
り
果
て
て

い
る
実
態
が
あ
る
。

　
よ
っ
て
、次
に
つ
い
て
伺
う
。

①
小
動
物
等
に
つ
い
て
鳥
獣

別
生
息
状
況
、被
害
実
態

②
現
状
の
対
策　
③
課
題

④
今
後
の
対
策

　
　
　
　
　

①
鳥
獣
別
の
生

息
状
況
は
正
確
に
は
把
握
で

き
て
い
ま
せ
ん
。捕
獲
状
況
な

ど
か
ら
ア
ナ
グ
マ
・
タ
ヌ
キ
は

町
内
全
体
で
被
害
、ハ
ク
ビ
シ

ン
や
カ
ラ
ス
は
香
住
区
で
比

較
的
に
多
く
の
被
害
が
あ
り
、

猿
に
関
し
て
は
小
代
区
・
村
岡

区
に
続
き
、香
住
区
で
も
出
没

す
る
話
も
聞
い
て
い
ま
す
。

②
新
規
狩
猟
免
許
取
得
補
助

や
捕
獲
用
具
購
入
等
の
支
援

な
ど
、捕
獲
班
の
支
援
を
し
て

い
ま
す
。

③
農
業
者
等
の
生
産
意
欲
の

町
　 

長

小
型
有
害
鳥
獣
対
策
を
‼

小
型
の
捕
獲
用
具
の
補
助
を
考
え
ま
す

減
退
か
ら
耕
作
放
棄
地
、住
環

境
の
悪
化
に
つ
な
が
る
こ
と

も
考
え
ま
す
。

④
今
ま
で
の
対
策
を
続
け
る

と
と
も
に
更
に
小
型
捕
獲
用

具
の
購
入
補
助
も
考
え
ま
す
。

　

農
家
の
皆
様
も
自
身
で
更

な
る
軽
減
策
を
お
願
い
し
ま

す
。

見塚　修議員
み づか　　　おさむ

　
兵
庫
県
で
は
令
和
8
年
度

か
ら
公
立
中
学
校
部
活
動
の

地
域
移
行
開
始
を
掲
げ
て
い

る
。

　
香
美
町
教
育
委
員
会
も
昨

年
か
ら
協
議
会
内
で
検
討
中

の
よ
う
だ
が
香
美
町
内
で
実

施
す
る
に
は
練
習
場
所
や
指

導
者
の
確
保
等
に
加
え
保
護

者
の
負
担
増
な
ど
も
予
想
さ

れ
る
。そ
の
よ
う
な
制
度
を
取

り
入
れ
る
の
は
香
美
町
で
は

困
難
と
思
わ
れ
る
が
、現
在
の

進
捗
や
今
後
の
方
向
性
若
し

く
は
実
効
性
は
ど
う
な
の
か

を
問
う
。

　
　
　
　
　

現
在
、休
日
の
部

活
動
地
域
移
行
が
可
能
か
ど

う
か
を
協
議
す
る
た
め
、関
係

者
や
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
、地
域
移
行
に

つ
い
て
の
協
議
を
し
て
き
ま

し
た
。

　

指
導
者
の
人
材
確
保
、活
動

場
所
ま
で
の
移
動
方
法
を
ど

う
す
る
の
か
が
、課
題
と
捉
え

て
い
ま
す
。た
だ
、そ
う
な
れ

部
活
移
行
で
学
校
か
ら
部
活
が
消
え
る
？

期
限
が
伸
び
ま
し
た
の
で
協
議
し
ま
す

ば
保
護
者
負
担
は
出
て
く
る

と
思
い
ま
す
。

　

期
限
が
令
和

年
か
ら　

年
度
ま
で
延
び
て
い
ま
す
の

で
、在
り
方
検
討
委
員
会
で
整

理
し
た
後
、保
護
者
や
生
徒
に

説
明
を
し
な
が
ら
進
め
て
い

こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

西川 誠一議員
にしかわ  せいいち

9　かみ議会だより 令和７年８月12日　第82号
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教
育
長
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かみ議会だより　10令和７年８月12日　第82号

一般質問

高井子育て子育ち支援センター 特定外来生物オオキンケイギク（環境省HPより）

　
以
前
同
僚
議
員
が
一
般
質

問
し
た
特
定
外
来
生
物「
オ
オ

キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
」は
非
常
に
繁

殖
力
が
強
く
日
本
の
在
来
種

を
駆
逐
し
て
し
ま
う
植
物
で

個
人
が
家
に
持
ち
帰
り
移
植
、

栽
培
、育
て
る
と
３
０
０
万
円

以
下
の
罰
金
、３
年
以
下
の
拘

禁
刑
、法
人
に
お
い
て
譲
与
、

売
買
し
た
場
合
１
億
円
以
下

の
罰
金
に
な
る
。

　
前
回
質
問
以
来
の
経
過
及

び
成
果
を
伺
う
。

①
周
知

②
啓
蒙

③
駆
除

　
　
　
　
　

環
境
美
化
推
進

隊
及
び
町
職
員
で
町
内
の
生

育
場
所
の
確
認
を
行
い
町
広

報
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
オ

オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
の
特
徴
、駆

除
方
法
、処
理
な
ど
の
周
知
、

啓
蒙
を
行
い
掲
載
後
、町
民
の

方
か
ら
５
件
程
度
の
問
合
せ

が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
道
で
は
清
掃
作
業
や
不

法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
で
見
か

町
　 

長

特
定
外
来
生
物
の
啓
蒙
、駆
除
を

町
行
政
が
協
力
し
な
が
ら
駆
除
対
応
し
ま
す

け
た
際
に
は
、適
宜
、駆
除
を

行
い
、県
道
で
は
、情
報
提
供

を
県
新
温
泉
土
木
事
務
所
へ

繋
ぎ
佐
津
イ
ン
タ
ー
付
近
の

駆
除
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

区
で
草
刈
り
時
に
協
力
依

頼
を
行
う
な
ど
町
行
政
と
町

民
が
、相
互
に
協
力
し
な
が
ら
、

効
果
的
な
駆
除
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　
①
財
政
や
既
存
施
設
の
状

況
を
踏
ま
え
、保
護
者
同
伴
の

未
就
学
児
に
限
定
し
た
屋
内

遊
び
場
の
整
備
を
段
階
的
に

進
め
る
考
え
は
あ
る
か
。

②
土
日
も
開
館
す
る
海
の
文

化
館
や
ま
ほ
ろ
ば
等
の
文
化

施
設
に
遊
び
場
を
併
設
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

③
お
も
ち
ゃ
の
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
等
も
含
め
、柔
軟
な
遊
び
場

整
備
を
検
討
す
べ
き
と
考
え

る
が
、町
長
の
所
見
を
伺
う
。

④
高
井
支
援
セ
ン
タ
ー
の
お

遊
戯
室
に
は
エ
ア
コ
ン
が
な
い

が
設
置
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　

①
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
な
ど
、土
日
に
開
設

し
て
い
な
い
施
設
に
つ
い
て

は
、人
的
配
置
も
含
め
て
土
日

に
開
設
で
き
な
い
か
検
討
し

ま
す
。

②
〜
③
未
就
学
児
向
け
の
屋

内
遊
び
場
に
つ
い
て
は
、既
存

施
設
の
活
用
に
加
え
、学
校
再

編
に
伴
う
空
き
校
舎
の
活
用

に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
す
。文

町
　 

長

土
日
の
施
設
開
設
を
検
討
し
ま
す

化
施
設
へ
の
遊
び
場
併
設
や

お
も
ち
ゃ
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

に
つ
い
て
も
、安
全
性
な
ど
に

配
慮
し
つ
つ
検
討
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

④
何
と
か
す
る
よ
う
申
し
付

け
ま
す
。

未
就
学
児
向
け
遊
び
場
整
備
に
つ
い
て
問
う

脇坂 英作議員
わきさか　えいさく

藤井 昌彦議員
ふじ い    まさ ひこ
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町
内
地
域
課
題
は
山
積
し

て
お
り
、「

年
間
無
我
夢
中

で
取
り
組
ん
で
き
た
が
、課
題

解
決
に
つ
な
が
ら
な
い
ジ
レ

ン
マ
が
あ
る
」と
町
長
自
身

言
っ
て
い
る
。地
域
課
題
解
決

は
行
政
だ
け
が
取
り
組
む
事

で
は
な
く
、行
政
と
民
間
が
そ

の
強
み
を
活
か
し
連
携
し
施

策
を
行
っ
て
い
く
事
も
よ
り

今
後
は
重
要
に
な
る
と
考
え

る
。今
後
、香
美
町
と
都
市
部

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
の
官
民

連
携
に
よ
る
取
組
み
の
可
能

性
は
あ
る
か
。

　
　
　
　

官
民
連
携
事
業

を
進
め
て
い
く
に
は
、本
町
で

抱
え
る
行
政
課
題
や
地
域

ニ
ー
ズ
の
中
で
、官
民
連
携
に

よ
っ
て
解
決
で
き
る
課
題
が

何
か
を
明
確
化
し
て
、広
く
民

間
企
業
が
持
つ
ア
イ
デ
ア
の

募
集
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
は
一
般

的
に
規
模
が
小
さ
く
、歴
史
も

浅
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、信
頼

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
の
官
民
連
携
で
課
題
解
決
を
！

信
頼
で
き
る
企
業
な
ら
可
能
性
も

性
に
劣
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
な
ど
で
過
去

の
実
績
な
ど
審
査
の
上
、信
頼

で
き
る
企
業
な
ら
、都
市
部
ベ

ン
チ
ャ
ー
も
含
め
た
中
で
企

業
と
の
連
携
に
よ
り
、ノ
ウ
ハ

ウ
や
ア
イ
デ
ア
を
活
用
す
る

場
面
も
出
て
く
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

町政を問う！町政を問う！

自治体×ベンチャー企業でチャレンジを 一生懸命頑張ったのだが

　
令
和
７
年
３
月
度
定
例
お

い
て
西
谷
議
員
が
提
案
さ
れ

た「
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」

に
つ
い
て
改
め
て
説
明
。

　
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
で
入
院
す

る
高
齢
者
が
年
間
６
万
人
。死

亡
者
は
４
千
人
と
推
計
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ・コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス・肺
炎
球
菌
は
治
療

薬
が
有
る
の
に
対
し
て
Ｒ
Ｓ

ウ
イ
ル
ス
は
ワ
ク
チ
ン（
２
〜

３
万
円
）し
か
な
い
。公
費
助

成
を
導
入
し
健
康
問
題
を
抱

え
る
町
民
の
重
要
な
課
題
と

考
え
る
が
。

　
　
　
　

現
在
実
施
し
て

い
る
各
種
予
防
接
種
助
成
事

業
に
掛
か
る
町
の
負
担
状
況

は
令
和
６
年
実
績
で
約　
　

倍（
令
和
５
年
に
対
し
て
）の

予
算
執
行
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
有
料
に
な
り
帯

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
増

加
し
た
為
で
す
。現
状
か
ら
判

断
し
て
新
た
な
ワ
ク
チ
ン
接

町
　 

長

町
　 

長

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
公
費
助
成
導
入
を

新
た
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
導
入
は
難
し
い

種
へ
の
町
独
自
の
取
り
組
み

は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

山根 典明議員
やま  ね　のりあき

１
・７

松岡 大悟議員
まつおか  だい  ご

12
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かみ議会だより　12令和７年８月12日　第82号

一般質問

情報が届く発信を 香美町の戦略を知ることから始めよう（総合計画QR）

　
誰
に
も
選
ば
れ
ず
に
議
員

と
な
っ
た
こ
の
事
実
に
、今
も

胸
が
ざ
わ
つ
い
て
い
る
。民
主

主
義
と
は
、誰
か
を
選
ぶ
と
い

う
行
為
そ
の
も
の
だ
。け
れ
ど

今
、町
が
ど
こ
へ
向
か
っ
て
い

る
の
か
を
、知
っ
て
い
る
人
は

ど
れ
だ
け
い
る
だ
ろ
う
か
。未

来
を
語
る
な
ら
、ま
ず
は
今
を

知
る
こ
と
か
ら
。総
合
計
画
は
、

町
が
何
を
目
指
し
、ど
う
歩
ん

で
い
る
か
を
示
す
大
切
な
地

図
だ
。こ
の
行
き
先
を
、町
民

と
と
も
に
確
か
め
な
が
ら
歩

み
た
い
。

　
今
回
は
、そ
の
実
行
と
検
証

の
あ
り
方
を
問
う
。

　
　
　
　
　

総
合
計
画
は
体

系
的
に
整
理
さ
れ
、外
部
評
価

や
各
課
で
の
検
証
も
行
っ
て

い
ま
す
。町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や

住
民
会
議
の
意
見
も
反
映
し
、

結
果
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
し
て
い
ま
す
。一
部
に
は
実

現
が
難
し
い
目
標
も
あ
っ
た

が
、次
期
計
画
で
は
よ
り
現
実

に
根
差
し
た
目
標
を
設
定
し
、

町
　 

長

町
の
将
来
像
と
そ
の
道
す
じ
を
根
本
か
ら
考
え
る

町
民
の
皆
さ
ん
と
共
有
し
な
が
ら
進
め
ま
す

町
民
の
皆
さ
ん
と
共
有
し
な

が
ら
、丁
寧
に
進
め
て
い
き
ま

す
。

　
若
い
世
代
の
転
出
等
に
よ

り
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化

が
急
激
に
進
展
す
る
中
、地
域

活
力
を
維
持
す
る
た
め
に
は

移
住
定
住
施
策
が
ま
す
ま
す

重
要
に
な
る
と
考
え
る
が
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
の
想
定
と
、そ

の
中
で
の
U
タ
ー
ン
の
位
置

づ
け
は
？

　
　
　
　
　

メ
イ
ン
は
若
い

世
代
で
す
が
限
定
は
せ
ず
、広

い
世
代
の
移
住
も
大
い
に
歓

迎
し
ま
す
。

　

U
タ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、本

町
で
生
ま
れ
育
ち
、最
も
町
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
た
め
、移
住
定
住
施
策
に

お
い
て
最
有
力
な
方
々
と
位

置
づ
け
て
い
ま
す
。

　
出
身
者
で
あ
る
U
タ
ー
ン

も「
移
住
」と
し
て
包
括
的
に

扱
う
現
在
の
情
報
発
信
で
は
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
情
報
が
届
い

て
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　

行
政
と
し
て
、制

度
上
は
や
は
り
U
タ
ー
ン
の

町
　 
長

必
ず
提
案
し
ま
す

方
々
も
移
住
者
と
し
て
扱
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。た
だ
制
度

上
の
文
言
に
囚
わ
れ
ず
、町
出

身
者
の
方
に
情
報
を
見
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
改
善
は
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

今
後
、い
ろ
い
ろ
な
場
面
に

お
い
て
も
表
示
や
記
述
の
仕

方
は
出
て
く
る
と
こ
ろ
で
す

の
で
、そ
う
い
っ
た
提
案
は
私

か
ら
必
ず
い
た
し
ま
す
。

町
出
身
者
に
支
援
情
報
が
十
分
に
届
く
改
善
を

村田 行信議員
むら  た　ゆきのぶ

伊藤 敦紀議員
い  とう　あつ  き

町
　 

長
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Ｊ
Ｒ
の
決
済
サ
ー
ビ
ス
、

I
C
O
C
A
の
端
末
設
置
に

つ
い
て
、町
内
５
カ
所
の
駅
で

利
用
可
能
と
す
る
こ
と
。ま
た
、

町
内
の
各
店
舗
に
お
い
て
同

様
に
、I
C
O
C
A
で
決
済
可

能
と
す
る
端
末
設
置
を
進
め

る
こ
と
に
よ
り
、利
用
者
の
増

加
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

の
推
進
、利
便
の
向
上
、町
民

や
観
光
客
へ
の
I
C
O
C
A

残
高
の
付
与
サ
ー
ビ
ス
な
ど

行
え
ば
Ｊ
Ｒ
へ
の
ア
ピ
ー
ル

も
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
が
考
え
を
問
う
。

　
　
　
　
　

山
陰
本
線
に
お

け
る
I
C
O
C
A
端
末
の
導

入
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、城

崎
温
泉
駅
か
ら
鳥
取
駅
ま
で

は
未
導
入
と
な
っ
て
お
り
こ

れ
ま
で
か
ら
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に

対
し
て
強
く
要
請
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。先
日
の
Ｊ
Ｒ
西

日
本
兵
庫
支
社
長
が
本
部
執

行
役
員
に
異
動
で
来
庁
さ
れ

た
際
に
も
、本
部
に
お
い
て
も

検
討
い
た
だ
く
よ
う
直
接
要

Ｊ
Ｒ
の
需
要
促
進
と
路
線
存
続
に
つ
い
て
問
う

I
C
O
C
A
端
末
導
入
を
引
き
続
き
要
請
し
ま
す

望
し
ま
し
た
。少
な
く
と
も
特

急
停
車
駅
町
内
で
は
香
住
駅

に
お
い
て
、導
入
出
来
る
よ
う

今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
し

て
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

　

町
内
の
各
店
舗
に
お
け
る

I
C
O
C
A
の
利
用
に
つ
い

て
は
各
店
舗
で
導
入
を
検
討

し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、町
が

主
導
す
る
こ
と
は
現
在
の
と

こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

町政を問う！町政を問う！

我が町もICOCAの導入を 内部検討で進めないで

　
地
方
自
治
法
に
定
め
る
区

制
、地
域
協
議
会
で
区
ご
と
の

特
徴
を
活
か
し
た
町
づ
く
り
、

と
し
て
合
併
し
た
こ
の
町
。住

民
と
の
協
働
で
進
ん
で
い
こ

う
、と
し
た
は
ず
。

　
村
岡
で
は
区
民
セ
ン
タ
ー
、

体
育
館
の
整
備
が
課
題
に
上

が
っ
て
い
る
。小
代
で
は
お
じ

ろ
ん
、物
産
館
が
町
直
営
に
も

ど
り
、物
産
館
の
改
築
が
予
算

化
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
ら
を
、

区
民
共
通
の
課
題
と
し
て
知

恵
を
出
し
合
う
場
と
し
て
地

域
協
議
会
を
、活
か
す
こ
と
を

求
め
る
。

　
今
は
、町
長
の
諮
問
機
関
と

し
て
便
利
使
い
を
し
て
は
い

な
い
か
。

　
　
　
　
　

法
で
は
、住
民
の

多
様
な
意
見
を
反
映
す
る
と

規
定
し
て
い
ま
す
。近
年
の
状

況
は
令
和
３
年
は
未
開
催
、令

和
４
年
は
村
岡
区
の
み
、令
和

５
年
は
香
住
区
未
開
催
、ま
た
、

公
募
委
員（
３
名
）は
応
じ
て

も
ら
え
な
い
、な
ど
で
す
。

町
　 

長

各
区
地
域
協
議
会
を
実
の
成
る
会
に

地
域
課
題
の
協
議
を
増
や
し
ま
す

　

村
岡
の
施
設
整
備
は
内
部

で
検
討
中
で
、協
議
会
に
示
し
、

皆
様
に
利
用
し
や
す
い
施
設

に
、と
考
え
て
い
ま
す
。

　

小
代
の
施
設
に
つ
い
て
は

協
議
会
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

今
後
、地
域
課
題
に
つ
い
て

も
協
議
い
た
だ
く
機
会
を
増

や
す
よ
う
地
域
局
に
も
指
示

し
て
い
ま
す
。

山本 賢司議員
やまもと　けん  し

森浦 　繁議員
もりうら　　 しげる

町
　 

長
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一般質問

急速な社会変化への対応を 頼みの綱！Drヘリ

　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
関
す
る

香
美
町
の
安
心・安
全
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
D
r
ヘ
リ

の
運
用
は
主
に
美
方
郡
広
域

消
防
が
担
っ
て
い
る
が
、本
町

と
し
て
も
全
く
無
関
係
で
は

な
く
、町
民
に
と
っ
て
非
常
に

重
要
な
存
在
で
あ
る
。

　
D
r
ヘ
リ
の
出
動
件
数
は

近
年
２
９
０
件
ほ
ど
で
推
移

し
て
お
り
、病
院
か
ら
遠
い
地

域
や
対
応
が
困
難
な
ケ
ー
ス

に
も
迅
速
に
対
応
で
き
る
こ

と
か
ら
、町
民
の
安
心
感
に
大

き
く
寄
与
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、以
下
の
４
点
に
つ

い
て
町
の
関
与
や
関
わ
り
に

つ
い
て
伺
う
。

①
香
美
町
に
お
け
る
ラ
ン
デ

ブ
ー
ポ
イ
ン
ト（
緊
急
着
陸

地
）の
数
は
。

②
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
の

指
定
や
見
直
し
、新
設
に
つ
い

て
、町
と
し
て
関
わ
り
が
あ
る

の
か
。な
い
の
か
。

③
新
た
に
地
域
住
民
か
ら
ラ

ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
用
地
の

町
民
は
D
r
ヘ
リ
を
頼
り
に
し
て
い
る

運
用
は
本
町
と
は
関
わ
り
が
無
い
で
す

提
供
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
、

町
と
し
て
の
対
応
は
。

④
こ
れ
ま
で
D
r
ヘ
リ
の
離

着
陸
時
に
お
い
て
、地
域
住
民

と
の
ト
ラ
ブ
ル
は
な
い
か
。

　
　
　
　

①
当
初

ヶ
所
か
ら
、

現
在

ヶ
所
に
増
え
て
い
ま
す
。

②
直
接
関
与
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
お
つ
な
ぎ
は
致
し
ま
す
。

④
現
在
ト
ラ
ブ
ル
・
苦
情
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
①
次
期
総
合
計
画
及
び
総

合
戦
略
を
念
頭
に
高
齢
者
の

生
活
支
援
へ
の
対
応
方
針
は
。

②
教
育
場
面
や
学
校
運
営
等

へ
の
Ａ
Ｉ
活
用
の
検
討
状
況

は
。

　
　
　
　
　
①
地
域
の
助
け

合
い
や
支
え
合
い
の
機
能
が

低
下
し
て
い
ま
す
。買
い
物
支

援
や
見
守
り
な
ど
を
含
め
、住

民
同
士
が
支
え
合
え
る
地
域

づ
く
り
を
社
会
福
祉
協
議
会

と
連
携
し
て
進
め
ま
す
。福
祉

人
材
の
不
足
や
高
齢
者
支
援

の
課
題
に
つ
い
て
は
、次
期
総

合
計
画
に
沿
っ
て
令
和
８
年

度
に
施
策
を
策
定
・
修
正
な
ど

具
体
策
を
含
め
検
討
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　

②
文
部
科
学
省

は
利
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

学
校
に
配
布
し
、そ
の
中
で
Ａ

Ｉ
が
人
間
の
能
力
を
補
助
・
拡

張
す
る
道
具
と
し
て
有
効
で

あ
る
一
方
、最
終
的
な
判
断
は

人
間
が
行
う
べ
き
だ
と
し
て

い
ま
す
。本
町
で
は
、Ａ
Ｉ
学

町
　 

長

次
期
総
合
計
画
で
課
題
解
決
に
向
け
具
体
策
を
策
定
し
ま
す

習
ド
リ
ル
を
導
入
し
、個
別
対

応
を
進
め
て
い
ま
す
が
、教
職

員
向
け
の
Ａ
Ｉ
活
用
等
Ａ
Ｉ

リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
に
取
り
組

む
予
定
で
す

高
齢
者
の
生
活
支
援
を
ど
う
す
る
の
か

田野 公大議員
た   の    きみひろ

西谷　尚議員
にしたに　  ひさし

40

18

町
　 

長

教
育
長
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町政を問う！町政を問う！

くらしと商店活性に役立つ商品券

　
６
月
の
食
料
品
の
値
上
げ

は
１
９
３
２
品
目
と
前
年
比

３
倍
、今
年
１
年
の
食
料
品
の

値
上
げ
が
２
万
品
目
を
超
え

る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。賃
金

も
年
金
も
物
価
高
に
追
い
付

い
て
い
な
い
。値
上
げ
ラ
ッ

シ
ュ
が
町
民
の
く
ら
し
を
直

撃
し
て
お
り
、切
れ
目
の
な
い

物
価
高
騰
対
策
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。以
下
問
う
。

①
な
ん
で
も
・
誰
で
も
・
い
つ

で
も
減
税
の
３
つ
の
効
果
が

あ
る
消
費
税
５
％
減
税
を
国

に
求
め
る
考
え
は
な
い
か
。

②
国
保
税
の
増
税
は
負
担
の

追
い
打
ち
を
か
け
る
も
の
。見

直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

③
令
和
６
年
度
物
価
高
騰
対

策
の
進
捗
と
効
果
は
。

④
切
れ
目
の
な
い
物
価
高
騰

対
策
と
し
て
１
万
円
分
の
商

品
券
配
布
と
上
下
水
道
基
本

料
無
償
化
を
検
討
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　
　
　
　

①
消
費
税
は
国

で
議
論
さ
れ
て
お
り
、私
が
申

町
　 

長

値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
に
悲
鳴
！
年
内
の
商
品
券
配
布
を

現
在
の
と
こ
ろ
全
く
白
紙
で
す

し
上
げ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
国
保
税
の
見
直
し
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

③
利
用
率
は
75
・
５
％
で
食
料

品
・
日
用
品
な
ど
多
く
利
用
さ

れ
て
お
り
、町
民
の
生
活
や
事

業
者
の
活
性
の
一
助
に
な
っ
て

い
ま
す
。

④
商
品
券
配
布
は
現
在
実
施

中
、上
下
水
道
基
本
料
無
償
化

を
含
め
全
く
白
紙
で
す
。

谷口 眞治議員
たにぐち   しん  じ

その他こんな質問もしました

見塚 　修

質問議員 質問項目

村田 行信

山本 賢司

東垣 典雄

山根 典明

西谷　 尚

森浦　 繁

谷口 眞治

田野 公大

新温泉町東部に計画されている風力発
電施設について問う。

空き家バンク制度の運用と町全体の空
き家対策のギャップについて

いのちとくらしを守り、住んでよかった
と思えるまちづくりを求めて（Part１）

公用車のカーナビについて問う。

農業政策について問う。

今後取り組まなければならない課題
（Ⅰ）
人口減少と高齢化への対応

（総括編）
第４期浜上町政の施策・方針について
伺う。

（いのちを守る）
学校（園）での落雷対策について伺う。

再生産可能な米づくりを町として支え
よう。

国保で無保険者を生まない責任は町に
ある。責任を持って医療提供しよう。

訪問介護事業に過疎地域加算の考えを
入れよう。

マイナ保険証と資格確認書について問
う。

フジッコ（株）浜坂工場の閉鎖について
問う。

母子手帳　交付日について

幸せを感じられる町について問う。

有害鳥獣対策（ニホンジカ）について問
う。
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こ
の
度
「
か
み
議
会
だ
よ

り
」
の
発
行
に
際
し
、
ベ
テ

ラ
ン
・
新
人
・
移
住
者
を
と

り
そ
ろ
え
た
編
集
ス
タ
ッ
フ

で
、
ど
れ
だ
け
町
民
の
方
に

見
て
頂
け
る
か
。
そ
の
一
心

で
携
わ
ら
せ
て
貰
い
ま
し
た
。

　

今
ま
で
続
け
て
き
た
「
こ

の
人
こ
こ
に
あ
り
」
は
継
続

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

し
、
香
美
町
議
会
で
審
議
さ

れ
た
議
案
の
内
容
を
掲
載
し
、

本
紙
を
通
し
て
、
皆
様
が
町

議
会
に
関
心
を
持
ち
、
よ
り

よ
い
町
づ
く
り
へ
の
一
歩
に

な
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

物
価
高
騰
の
折
、
何
か
と

暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
昨
今

で
す
が
、
今
後
も
、
皆
様
の

声
を
大
切
に
委
員
会
活
動
に

励
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ご
一
読
頂
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

  

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

　
　

  

委
員
長　

山
根　

典
明

委

員

長

山
根
　
典
明

副
委
員
長

伊
藤
　
敦
紀
　

委
　
　
員

村
田
　
行
信

　
　
　
　

中
村
　
崇
志

　
　
　
　

脇
坂
　
英
作

　
　
　
　

東
垣
　
典
雄

　
　
　
　

藤
井
　
昌
彦

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

h
ttp
s://w

w
w
.to
w
n
.m
ik
a
ta
-k
a
m
i.lg
.jp
/

編
集 

広
報
公
聴
常
任
委
員
会　

発
行　

兵
庫
県
香
美
町
議
会

令
和
７
年
８
月
　12　
日
発
行　

電
話 

０
７
９
６
ー
３
６
ー
１
９
６
３　
　
　
　
　

◆
活
動
グ
ル
ー
プ
の
名
前
は

　
「
御
殿
山
公
園
フ
ァ
ン
倶
楽

部
」で
す
。

◆
活
動
の
目
的
と
経
緯

　
き
っ
か
け
は
、
７
年
前
に

母
親
の
介
護
で　
年
振
り
に

家
内
と
一
緒
に
U
タ
ー
ン
し

て
き
た
こ
と
で
す
。

　
家
で
籠
り
が
ち
に
な
る
母

親
を
お
医
者
さ
ん
の
勧
め
も

あ
り
桜
の
時
期
に
孫
と
一
緒

に
公
園
へ
散
歩
に
連
れ
て
い

く
と
折
れ
枝
、
枯
れ
枝
、
及

び
ゴ
ミ
が
散
乱
し
て
お
り
公

園
の
風
景
が
変
わ
り
果
て
て

い
る
こ
と
に
気
づ
き
何
と
か

こ
の
人 

こ
こ
に
あ
り

『
御
殿
山
公
園
フ
ァ
ン
倶
楽
部
』

　
　
　
　
　
会
長 

黒
野 

彰
三
さ
ん（
村
岡
区
）

く
ろ  

の

し
ょ
う
ぞ
う

編
集
後
記

し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

各
方
面
に
当
た
っ
た
と
こ
ろ

何
処
も
手
が
回
ら
な
い
状
況

で
自
分
た
ち
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
る
し
か
な
い
と
思
い

立
ち
、同
級
生
、知
人
を
頼
っ

て
賛
同
者
を
募
り
現
在
25
名

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

◆
グ
ル
ー
プ
の
主
な
活
動
は

　
春
の
桜
の
咲
く
頃
に
２
回

と
秋
の
紅
葉
時
期
の
２
回
の

年
４
回
、
枯
れ
枝
や
落
ち
葉
、

ゴ
ミ
の
回
収
で
す
。
桜
の
満

開
シ
ー
ズ
ン
は
提
灯
を
釣
り
、

夜
間
点
灯
し
て
い
ま
す
。
春
、

秋
シ
ー
ズ
ン
中
は
の
ぼ
り
旗

を
入
口
に
掲
げ
ま
す
。

◆
会
と
し
て
の
悩
み
や
苦
労

は
　
保
全
活
動
で
の
悩
み
は
特

に
あ
り
ま
せ
ん
が
強
い
て
言

え
ば
、
活
動
前
日
に
は
下
見

に
行
き
今
回
は
何
を
主
体
に

活
動
す
る
の
か
、
桜
の
開
花

は
い
つ
か
、
天
気
は
ど
う
か

心
配
す
る
く
ら
い
で
す
。

　
本
当
に
会
員
の
皆
さ
ん
の

意
気
に
感
じ
る
熱
意
に
支
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
活
動
を
通
し
て
感
じ
る
こ

と
　
桜
も
後
期
高
齢
木
に
な
り
、

樹
勢
が
弱
い
桜
、
枯
れ
て
咲

か
な
い
枝
等
が
散
見
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
植
替
え
時
期

に
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。

　
香
美
町
・
村
岡
区
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
今
後
も
保
全
活

動
が
続
き
公
園
が
桜
、
紅
葉

の
名
所
と
し
て
永
遠
に
あ
り

続
け
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み

ま
せ
ん
。

　
私
自
身
も
後
期
高
齢
者
に

な
り
い
つ
ま
で
つ
づ
け
ら
れ

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
生

前
、
母
が
隣
保
の
皆
さ
ん
に

大
変
お
世
話
に
な
っ
た
恩
返

し
に
少
し
で
も
地
域
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
健
康
に
留
意
し
メ
ン
バ
ー

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
頂
き

な
が
ら
当
面
 
才
を
目
標
に

活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

◆
香
美
町
議
会
に
一
言

　
年
々
、
少
子
高
齢
化
で
人

口
減
少
が
想
定
以
上
に
進
み

今
ま
で
支
障
な
く
で
き
て
い

た
諸
行
事
、
地
域
活
動
が
で

き
に
く
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
議
会
と
し
て
も
そ
う
し

た
地
域
事
情
を
的
確
に
把
握

し
、
是
非
住
み
よ
い
町
づ
く

り
に
応
援
い
た
だ
き
た
い
で

す
。

◆
特
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
こ

と
　
今
回
議
会
だ
よ
り
に
掲
載

し
て
頂
き
、
大
変
恐
縮
し
て

お
り
ま
す
。

　
私
の
懇
意
に
し
て
い
る
区

長
さ
ん
は
、
私
な
ん
か
よ
り

遥
か
に
地
元
の
活
性
化
に
汗

を
流
し
努
力
・
貢
献
（
地
元

の
P
R
活
動
、
季
節
に
行
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
お
世

話
他
）
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
、
裏
方
で
目
立
ち

ま
せ
ん
が
精
い
っ
ぱ
い
地
元

に
貢
献
さ
れ
て
い
る
方
が
沢

山
お
ら
れ
ま
す
。

　
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
掲
げ
、

１
人
で
も
多
く
議
会
だ
よ
り

に
紹
介
し
て
ほ
し
い
で
す
。

◆
心
掛
け

　
失
敗
を
恐
れ
ず
、常
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
を
持
っ
て
課
題

に
当
た
る
。

　
う
ま
く
い
か
な
い
事
が
多

い
が
、
経
験
を
活
か
し
次
回

や
り
直
し
を
す
れ
ば
良
い
。

◆
信
条

　
陰
徳
、
喜
神
、
感
謝

香
美
町
議
会の

情報はこちら

香
美
町
議
会の

情報はこちら

黒
野
彰
三
さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。50
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